

























1　マルコ 11:11 [ 新改訳 2017]
2　マルコ 13:4 [ 新改訳 2017]
3　マルコ 13 章の包括的な解釈史として、George R. Beasley-Murray, Jesus and the Last 









The Language and Imagery of the Bible でさらに発展させ、以下のように論じ
ている。














コラーニ（T. Colani）については、特に 13–20 頁を見よ。
4　G. B. Caird, Jesus and the Jewish Nation (London: The Athlone Press, 1965). ケ ア ー
ドの重要な先駆的研究として、J. R. Russell, The Parousia. 2nd ed. (London: T. Fisher 
Unwin, 1887), 80–81; Ezra P. Gould, Critical and Exegetical Commentary on the Gospel 
according to St. Mark (Edinburgh: T & T Clark, 1896), 250–52. を参照。
5　G. B. Caird, The Language and Imagery of the Bible (London: The Trinity Press, 1980), 














23 節までは紀元 70 年のエルサレム神殿の崩壊を予告しているが、24 節から 27 節
まではキリストの再臨について語っていると見做す学者たちが少なくない8。その最
も大きな理由の一つは、24 節から 27 節には神殿はおろか、エルサレムへの言及が




6　R. T. France, Jesus and the Old Testament: His Application of Old Testament Passages 
to Himself and His Mission (London: Tyndale Press, 1971), 227-39; R. T. France, The 
Gospel of Mark (Grand Rapids: Eerdmans, 2002), 494-540; N. T. Wright, Jesus and the 
Victory of God (Minneapolis: Fortress, 1996), 339-67. 尚、フランスはマルコ 13:32 節以降
はキリストの再臨についてであるという立場を取る。
7　フランスとライトへの批判としては、Edward Adams, The Stars Will Fall from Heaven: 
Cosmic Catastrophe in the New Testament and its World (London: T & T Clark, 2007), 
133-81 がある。また、彼らの立場を支持する研究としては、Thomas R. Hatina, In Search of 
a Context: The Function of Scripture in Mark’s Narrative (London: Sheffield Academic 
Press, 2002), 325-73.
8　例えば、Ben Witherington III, The Gospel of Mark: A Socio-Rhetorical Commentary 
(Grand Rapids: Eerdmans, 2001), 345-48; Robert H. Stein, Mark (Grand Rapids: Baker 
Academic, 2008), 593-616, 特に 611 頁 ; Mary Ann Beavis, Mark (Grand Rapids: Baker 























のような方」の戴冠の幻を含む 7 章、エルサレムとその神殿に関する 9 章 24 節か





9    ダニエル 9:17 [ 新改訳 2017]
10　ダニエル 12：9 [ 新改訳 2017]





節から 23 節）」と「人の子の到来（24 節から 27 節）」との関係を理解する上で重
要な意味を持つことを論じていく。
(a) 『荒廃させる忌むべきもの』











Ὅταν δὲ ἴδητε τὸ βδέλυγμα τῆς ἐρημώσεως ἑστηκότα ὅπου οὐ δεῖ, ὁ 




であることは疑いえない。なぜなら、『荒廃させる忌むべきもの（τὸ βδέλυγμα τῆς 
ἐρημώσεως）』やその類語は、ダニエル書に繰り返し現れるライトモチーフだからで
ある。ダニエル書のギリシャ語訳には古ギリシャ語訳（Old Greek）とテオドティ






古ギリシャ語訳のダニエル 12 章 11 節である。また、ダニエル書 8 章 13 節での異
なる表現（「荒廃させる罪（ἡ ἁμαρτία ἐρημώσεως）」）、ἐρήμωσις が複数形になって
いる 9 章 27 節、そして 11 章 31 節の冠詞なしの用法（βδέλυγμα ἐρημώσεως）もそ






　さて、これらのダニエル書のテクストの中でも、マルコ 13 章 14 節との関係で
は逐語的に一致したフレーズが登場する 12 章 11 節が注目される。他方で、後に
見ていくように、アデラ ･ ヤルブロ ･ コリンズはマルコ 13 章 14 節がダニエル書 9
章 27 節を解釈したものだと論じている 17。だが、これら二つのダニエル書の箇所の
どちらかを選ぶ必要はない、なぜならダニエル書 12 章とダニエル書 9 章 24 節以
降の幻は、これから示すように互いに深く関連しているからだ。そこでまず、ダニ
エル書 9 章 27 節と 12 章 11 節とを以下で詳しく考察していく。
　これに関連して、マルコはダニエル書を引用したり言及したりする際に、どの旧
約聖書のテクストを用いたのかという重要かつ困難な問いがある。これから見てい
くように、マルコ 13 章は全体的に見れば古ギリシャ語訳（以下の引用では OG と
略記）と最も親和性が高いと思われるが、マルコ 14 章 62 節の場合には以下のよ
14　ギリシャ語テクストは、Septuaginta: Id est Vetus Testamentum graece iuxta LXX 
interpretes, rev. ed.. ed., Alfred Rahlfs (Stuttgart: Deutsche Bibelgesellschaft, 2006). を
用いる。古ギリシャ語訳は三つの写本のみであるのに対し、テオドティオン訳の方が写本はず
っと多い。
15　Martin Hengel, Studies in the Gospel of Mark, trans. John Bowden (Philadelphia: 
Fortress, 1985), 18-19.
16　マルコ 9 章 20 節では、悪霊（中性名詞）に男性形の分詞の動詞が用いられている。
17　Adela Yarbro Collins, Mark: A Commentary, Hermenia: A Critical and Historical 





[…] καὶ ἐρχόμενον μετὰ τῶν νεφελῶν τοῦ οὐρανοῦ. 
ダニエル書 7:13
OG：[…] καὶ ἰδοὺ ἐπὶ τῶν νεφελῶν τοῦ οὐρανοῦ ὡς υἱὸς ἀνθρώπου ἤρχετο […]
Theod：[…] καὶ ἰδοὺ μετὰ τῶν νεφελῶν τοῦ οὐρανοῦ ὡς υἱὸς ἀνθρώπου 











18　Lester L. Grabbe, “The Seventy-Weeks Prophecy (Daniel 9:24-27) in early Jewish 
Interpretation,” in The Quest for Context and Meaning: Studies in Biblical 
Intertextuality in Honor of James A. Sanders, ed. Craig A. Evans and Shemaryahu 
Talmon (Leiden: Brill, 1997), 599. [ 山口訳 ]
19　上記三つのテクスト以外にも、死海文書においてダニエル書テクストが発見されているが、そ
の詳細な分析は本稿の目的を超える。死海文書で発見されたダニエル書については、Eugene 
Ulrich “The Text of Daniel in the Qumran Scrolls,” in The Book of Daniel, Volume 2: 













[…] καὶ ἐν τῷ τέλει τῆς ἑβδομάδος ἀρθήσεται ἡ θυσία καὶ ἡ σπονδή καὶ ἐπὶ τὸ 





[…] καὶ ἐν τῷ ἡμίσει τῆς ἑβδομάδος ἀρθήσεταί μου θυσία καὶ σπονδή καὶ 
ἐπὶ τὸ ἱερὸν βδέλυγμα τῶν ἐρημώσεων καὶ ἕως συντελείας καιροῦ συντέλεια 




ἀφ᾽ οὗ ἂν ἀποσταθῇ ἡ θυσία διὰ παντὸς καὶ ἑτοιμασθῇ δοθῆναι τὸ βδέλυγμα 







καὶ ἀπὸ καιροῦ παραλλάξεως τοῦ ἐνδελεχισμοῦ καὶ τοῦ δοθῆναι βδέλυγμα 







　さて、ここで注目すべきなのは、ダニエル書 9 章 27 節と 12 章 11 節に描かれて
いる出来事が、同じ時間軸の中で起こるものとされていることだ。ダニエル書 9 章
によれば、神の民と聖都シオンのためには「70 の 7」（ἑβδομήκοντα ἑβδομάδες; ダ
ニエル 9:24）という時間軸が設定されており、27 節は最後の 7（七年間を意味する）22
に該当する期間である。古ギリシャ語ではその 7 の終わりに、またマソラ本文とテ
オドティオン訳ではその 7 の半ば（7 は七年間を意味するので、すなわち三年半
・・・
）





を意味する（360 日× 3.5 年＋ 30 日＝ 1,290 日）24。この解釈は、
12 章 7 節の「ひと時とふた時と半時（すなわち 3.5）」（εἰς καιρὸν καὶ καιροὺς καὶ 
ἥμισυ καιρου）とも調和する 25。つまり、ダニエル書 9 章 27 節（少なくともマソラ
本文とテオドティオン訳では）でもダニエル書 12 章 11 節でも、神殿での献げも
のが中止されてから三年半の間、『荒廃させる忌むべきもの』がそこに据えられる、
と預言されているのである。換言すれば、ダニエル書 9 章 27 節と 12 章 11 節と
21　第一マカバイ記 1 章 54 節では、アンティオコス ･ エピファネスによるエルサレム第二神殿の
祭壇への冒瀆行為と解されている。
22　John J. Collins, Daniel : A Commentary on the Book of Daniel, Hermenia: A Critical 
and Historical Commentary on the Bible (Minneapolis: Fortress, 1993), 352.
23　ヘブル語では、「半週の間、いけにえとささげ物をやめさせる」[ 新改訳 2017] となっている。
24　John Goldingay, Daniel (Nashville: Thomas Nelson, 1996), 310.











期間 (1) 7 の半ば（＝三年半） ひと時とふた時と半時（＝三年半）
期間 (2) 1,290 日（＝三年半）
そして、この時間軸という観点からは、これら二つの節は 8 章 13-14 節や 11 章
31 節とは区別される。8 章 13-14 節では、献げものが取り去れ、「荒廃させる罪（ἡ 
ἁμαρτία ἐρημώσεως）」が与えられてから、聖所が清められるまでに 2,300 の夕と朝
があるとされている。これを 2,300 日と取るか、1,150 日と取るかについては学者
たちの見解は分かれるものの 27、いずれにせよこの期間は三年半を表すものではな
い。それゆえ、8 章 13-14 節と、上記の二つの節（9:27 と 12:11）は類似した神殿
での冒瀆的な出来事を描いてはいるが、同一の出来事ではないということになる。
また 11 章 31 節に描かれている出来事に関しても、先の二つの節で描かれている
出来事とは同一視できない。9 章 27 節も 12 章 11 節も、『荒廃させる忌むべきもの』
が神殿に据えられるのは「終わりの時」に起こる出来事とされているのに対し、11




の時」における三年半の神殿への冒瀆を描いているのが 9 章 27 節と 12 章 11 節だ
ということである。それゆえ、マルコ福音書 13 章 14 節が読者に注意を向けさせ
ているのも、これら二つの節である可能性が高い。
(b) 『これらすべてのこと』
　マルコ 13 章 14 節の他にも、マルコ 13 章にはダニエル書との間テクスト性を示
唆する重要な箇所がある。それは、『これらすべてのこと（ταῦτα πάντα）』という
フレーズである。マルコ 13 章において、4 節の『これらすべてのこと』がいつ起
・・・
26　J. J. Collins, Daniel, 400.
27　Goldingay, Daniel, 213.









という 13 章 30 節のイエスの答えと対応しており 29、イエスの講話のインクルー
シオを形成していると見られる。この点についてのフランスの見解は引用に値する。






ここでの文脈における ταῦτα πάντα は、イエスが 14 節から 27 節まで予告
してきた複合的な出来事全てを指しているのに違いないのだ。30
マルコ 13 章の『これらすべてのこと（ταῦτα πάντα）』という重要なフレーズは、











29　ここでの ἡ γενεὰ αὕτη の解釈はフランスに従う (France, The Gospel of Mark, 538-39)。
30　France, The Gospel of Mark, 540. [ 山口訳 ]
31　アダムスもこの点に着目している。だが、そこから導かれる結論は本稿とは全く異なる。
Adams, The Stars Will Fall from Heaven, 140-41.
マルコ13章と神殿
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καὶ εἶπα τῷ ἑνὶ τῷ περιβεβλημένῳ τὰ βύσσινα τῷ ἐπάνω πότε οὖν συντέλεια 
ὧν εἴρηκάς μοι τῶν θαυμαστῶν καὶ ὁ καθαρισμὸς τούτων καὶ ἤκουσα τοῦ 
περιβεβλημένου τὰ βύσσινα ὃς ἦν ἐπάνω τοῦ ὕδατος τοῦ ποταμοῦ ἕως καιροῦ 
συντελείας καὶ ὕψωσε τὴν δεξιὰν καὶ τὴν ἀριστερὰν εἰς τὸν οὐρανὸν καὶ ὤμοσε 
τὸν ζῶντα εἰς τὸν αἰῶνα θεὸν ὅτι εἰς καιρὸν καὶ καιροὺς καὶ ἥμισυ καιροῦ ἡ 







καὶ εἶπεν τῷ ἀνδρὶ τῷ ἐνδεδυμένῳ τὰ βαδδιν ὃς ἦν ἐπάνω τοῦ ὕδατος τοῦ 
ποταμοῦ ἕως πότε τὸ πέρας ὧν εἴρηκας τῶν θαυμασίων καὶ ἤκουσα τοῦ ἀνδρὸς 
τοῦ ἐνδεδυμένου τὰ βαδδιν ὃς ἦν ἐπάνω τοῦ ὕδατος τοῦ ποταμοῦ καὶ ὕψωσεν 
τὴν δεξιὰν αὐτοῦ καὶ τὴν ἀριστερὰν αὐτοῦ εἰς τὸν οὐρανὸν καὶ ὤμοσεν ἐν τῷ 
ζῶντι τὸν αἰῶνα ὅτι εἰς καιρὸν καιρῶν καὶ ἥμισυ καιροῦ ἐν τῷ συντελεσθῆναι 
διασκορπισμὸν χειρὸς λαοῦ ἡγιασμένου γνώσονται πάντα ταῦτα





ギリシャ語訳の 12 章 6 節で、ダニエルは「これらの清めの成就はいつなのでしょ
うか」と尋ねているが、そこで問題にされているのが『荒廃させる忌むべきもの』
によって引き起こされた神殿の穢れが清められることであるのは文脈から明らか











ἔσονται γὰρ αἱ ἡμέραι ἐκεῖναι θλῖψις οἵα οὐ γέγονεν τοιαύτη ἀπ᾽ ἀρχῆς κτίσεως 








[…] καὶ ἔσται καιρὸς θλίψεως θλῖψις οἵα οὐ γέγονεν ἀφ᾽ οὗ γεγένηται ἔθνος ἐπὶ 










　先に、アデラ ･ ヤルブロ ･ コリンズはマルコが 13 章 14 節で特にダニエル 9 章
27 節を念頭に置いていると論じていることを指摘した。ダニエル書 9 章 24 節以降





いのはダニエル書 12 章の方であるが、その 12 章と 9 章 26-27 節とは同じ「三年半」
という時間軸に置かれており、これらは同一の出来事を異なる視点で語りなおすと
いう「並行的な幻」である可能性が高い。それゆえ、マルコ 13 章がダニエル書 12
章と並んで 9 章とも深い関係を持っていると見なすことに蓋然性はあるだろう。ま




9 章 26 節は難解な箇所であるので、詳しく見ていく必要がある。
ダニエル 9:26
OG：そして 7 と 70 と 62 の後に、油塗られた者（クリスマ）は除かれ、
いなくなるだろう。そして諸民族の王が油注がれた者（キリスト）と共に
都と聖所とを破壊するだろう […]。
καὶ μετὰ ἑπτὰ καὶ ἑβδομήκοντα καὶ ἑξήκοντα δύο ἀποσταθήσεται χρῖσμα καὶ 
33　4Q180, 181;『メルキゼデク ･ テクスト (11QMelch)』；『ダマスコ文書』等を参照せよ。ダニエ
ル書 9 章の第二神殿期における大きな影響については、J. J. Collins, Daniel, 353 を見よ。
34　A. Y. Collins, Mark, 608.
キリストと世界　第29号　　山口希生
15
οὐκ ἔσται καὶ βασιλεία ἐθνῶν φθερεῖ τὴν πόλιν καὶ τὸ ἅγιον μετὰ τοῦ χριστοῦ 
[…]
Theod：そして 7（複数形）と 62 の後に、油塗られた者（クリスマ）は
完全に絶たれ、そこには裁きはないであろう。そして彼は来るべき指導者
と共に都と聖所とを徹底的に破壊するだろう […]。
καὶ μετὰ τὰς ἑβδομάδας τὰς ἑξήκοντα δύο ἐξολεθρευθήσεται χρῖσμα καὶ κρίμα 














まり、ダニエル 9 章 26 節とイエスの神殿崩壊の予告は、教父たちにはどちらもティ
トスによる神殿破壊によって成就されたものとして理解されていたのである。教父
たちのこうした理解がどれほど早い時期にまで遡るのかはもちろん議論の余地があ
るが、ダニエル書 9 章 24 節以降の幻がマルコ 13 章の講話の背景にあるというコ
リンズの説には妥当性があると言えよう。そしてこれは、マルコが『荒廃させる忌
むべきもの』という言葉によって読者に注意を喚起した時、彼が特に念頭に置いて
35　Grabbe, “The Seventy-Weeks Prophecy,” 599.
36　アレクサンドリアのクレメンス『ストロマイテイス』第一巻 21 章 125-126 等を参照せよ（同
書の邦訳は、秋山学訳、教文館、2018 年）。Grabbe, “The Seventy-Weeks Prophecy,” 610.
マルコ13章と神殿
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マルコ 13 章 26 節である。本節の「人の子が雲に乗って来る」という表現がダニ
































ὃς γὰρ ἐὰν ἐπαισχυνθῇ με καὶ τοὺς ἐμοὺς λόγους ἐν τῇ γενεᾷ ταύτῃ τῇ 
μοιχαλίδι καὶ ἁμαρτωλῷ, καὶ ὁ υἱὸς τοῦ ἀνθρώπου ἐπαισχυνθήσεται αὐτόν, 
ὅταν ἔλθῃ ἐν τῇ δόξῃ τοῦ πατρὸς αὐτοῦ μετὰ τῶν ἀγγέλων τῶν ἁγίων. Καὶ 
ἔλεγεν αὐτοῖς· ἀμὴν λέγω ὑμῖν ὅτι εἰσίν τινες ὧδε τῶν ἑστηκότων οἵτινες οὐ 






καὶ τότε ὄψονται τὸν υἱὸν τοῦ ἀνθρώπου ἐρχόμενον ἐν νεφέλαις μετὰ δυνάμεως 
πολλῆς καὶ δόξης. καὶ τότε ἀποστελεῖ τοὺς ἀγγέλους καὶ ἐπισυνάξει τοὺς 





ὁ δὲ Ἰησοῦς εἶπεν· ἐγώ εἰμι, καὶ ὄψεσθε τὸν υἱὸν τοῦ ἀνθρώπου ἐκ δεξιῶν 












マルコ福音書 9 章 1 節で語られる「神の王国が来る」とは、「人の子が来る」こと
と実質的に同じことを指示していると思われる。これについてアデラ ･ ヤルブロ ･
コリンズは次のように論じる。
王国が「力と共に」または「力強く」（ἐν δυνάμει）来るだろうという考えは、
13 章 26 節の人の子が「大いなる力と栄光と共に」（μετὰ δυνάμεως πολλῆς 




コリンズは 8 章 38 節 -9 章 1 節と 13 章 26 節、また 14 章 62 節の全てはエルサレ
ム神殿での崩壊ではなく、「人の子＝イエス」の地上への再臨を指している、と解
する 40。だが、この解釈は特に 14 章 62 節については十分な説得力がない。コリン
ズは、マルコは詩篇 110 篇 1 節（七十人訳では 109 篇 1 節）への仄めかしによっ




39　A. Y. Collins, Mark, 413. [ 山口訳 ]
40　A. Y. Collins, Mark, 409-13, 614-5, 704-5. コリンズは、キリスト教第一世代は彼らが生き
ている間に再臨が起きると期待していたが、それは実現しなかった、と示唆する（cf. 413, 
n.164）。









τὸν υἱὸν τοῦ ἀνθρώπου (「人の子を」: ダニエル 7:13)
　　　① ἐκ δεξιῶν καθήμενον ( 現 ･ 中 ･ 分 ) τῆς δυνάμεως ( 詩篇 110:1)






コ 14 章 62 節において「人の子が雲に乗って来る」というフレーズが意味してい
るのはキリストの再臨ではなく、イエスが神から世界の全権を与えられることだと
言えよう。では、問題のマルコ 13 章 26 節の場合はどうか。この問題を考えるた
めには、ダニエル書 7 章 13 節そのものを詳しく考察していく必要がある。
　ダニエル書 7 章 13 節を理解するために重要なのは、ダニエル書 7 章と他の幻と






43　Rikki E. Watts, Isaiah’s New Exodus in Mark (Tübingen: Mohr Siebeck, 1997), 89, 
n.186. 申命記 19:15 を参照せよ。






καὶ ῥήματα εἰς τὸν ὕψιστον λαλήσει καὶ τοὺς ἁγίους τοῦ ὑψίστου κατατρίψει 
καὶ προσδέξεται ἀλλοιῶσαι καιροὺς καὶ νόμον καὶ παραδοθήσεται πάντα εἰς 




καὶ λόγους πρὸς τὸν ὕψιστον λαλήσει καὶ τοὺς ἁγίους ὑψίστου παλαιώσει καὶ 
ὑπονοήσει τοῦ ἀλλοιῶσαι καιροὺς καὶ νόμον καὶ δοθήσεται ἐν χειρὶ αὐτοῦ ἕως 
καιροῦ καὶ καιρῶν καὶ ἥμισυ καιροῦ 
聖なる者たちは三年半にわたって苦難を受けるが、やがて彼らを迫害する獣は裁き
を受け、聖徒たちは神から主権と権威とを受ける（7 章 27 節）。そしてここで重要
なのは、彼らが主権を受けることは、「人の子のような方が雲に乗って来る」こと








ἐθεώρουν ἐν ὁράματι τῆς νυκτὸς καὶ ἰδοὺ ἐπὶ τῶν νεφελῶν τοῦ οὐρανοῦ ὡς υἱὸς 
ἀνθρώπου ἤρχετο καὶ ὡς παλαιὸς ἡμερῶν παρῆν καὶ οἱ παρεστηκότες παρῆσαν 
αὐτῷ καὶ ἐδόθη αὐτῷ ἐξουσία καὶ πάντα τὰ ἔθνη τῆς γῆς κατὰ γένη καὶ πᾶσα 
δόξα αὐτῷ λατρεύουσα καὶ ἡ ἐξουσία αὐτοῦ ἐξουσία αἰώνιος ἥτις οὐ μὴ ἀρθῇ 








ἐθεώρουν ἐν ὁράματι τῆς νυκτὸς καὶ ἰδοὺ μετὰ τῶν νεφελῶν τοῦ οὐρανοῦ ὡς 
υἱὸς ἀνθρώπου ἐρχόμενος ἦν καὶ ἕως τοῦ παλαιοῦ τῶν ἡμερῶν ἔφθασεν καὶ 
ἐνώπιον αὐτοῦ προσηνέχθη καὶ αὐτῷ ἐδόθη ἡ ἀρχὴ καὶ ἡ τιμὴ καὶ ἡ βασιλεία 
καὶ πάντες οἱ λαοί φυλαί γλῶσσαι αὐτῷ δουλεύσουσιν ἡ ἐξουσία αὐτοῦ ἐξουσία 





καὶ τὴν βασιλείαν καὶ τὴν ἐξουσίαν καὶ τὴν μεγαλειότητα αὐτῶν καὶ τὴν 
ἀρχὴν πασῶν τῶν ὑπὸ τὸν οὐρανὸν βασιλειῶν ἔδωκε λαῷ ἁγίῳ ὑψίστου 





καὶ ἡ βασιλεία καὶ ἡ ἐξουσία καὶ ἡ μεγαλωσύνη τῶν βασιλέων τῶν ὑποκάτω 
παντὸς τοῦ οὐρανοῦ ἐδόθη ἁγίοις ὑψίστου καὶ ἡ βασιλεία αὐτοῦ βασιλεία 
αἰώνιος καὶ πᾶσαι αἱ ἀρχαὶ αὐτῷ δουλεύσουσιν καὶ ὑπακούσονται 
ダニエル書 7 章と 12 章との間には、はっきりとした並行関係がある。どちらも三
年半にわたって聖なる民が苦しめられるが、その後に彼らは栄光を受ける。ダニエ










　これまで考察してきたダニエル書 7、9、12 章の関係を、マルコ 13 章との関連
をも含めてまとめると次のようになる。


























(24-27 節 ) ③人の子
が雲に乗って来る























そうであれば、イエスの講話のクライマックスを形成する 24 節から 27 節の中に、
特に「人の子が雲に乗って来る」という表現の中に「神殿の破壊」という主題を見
出すことは十分に可能である。
3　結論
　本稿では、マルコ 13 章のイエスの講話における「神殿」というテーマついて、特
にこの講話の中に「神殿」という言葉が一度も用いられていないことをどのように
説明すべきかについて、考察した。そして、イエスの講話における神殿のテーマは
ダニエル書との間テクスト性を通じて浮かび上がってくることを示してきた。ダニ
エル書の一連の幻において「神殿」は中核的な関心事であり、マルコはダニエル書
との間に間テクスト性を築くことで、「神殿」というテーマを通奏低音のようにイエ
スの講話の中に響かせているのである。また、ダニエル書の一連の幻においては「神
の民の艱難」が「神殿への冒瀆」と並行して現れるが、それはマルコ 13 章において
も同様である。そして、「人の子が雲に乗って来る」ことは、ダニエル書においても
マルコ 13 章においても、これら一連の出来事の頂点をなしている。「人の子が雲に
乗って来る」とは迫害された神の民に世界の主権が与えられることであり、そこに
は「神殿の破壊」を通じて彼らを迫害する勢力に裁きが下ることも含まれているのだ。
